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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
児
玉
分
館
・
広
報
課
へ
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
広
報
課
☎
25
‐
１
１
５
５

令
和
６
年
度
観
光
振
興
チ
ャ

レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
対

象
事
業
を
募
集

　
観
光
振
興
に
向
け
た
自
由
で
独

創
的
な
取
組
を
行
う
団
体
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対�

象
事
業　
観
光
イ
ベ
ン
ト
や
特

産
品
の
開
発　
な
ど

対�

象
団
体　
市
内
を
主
な
活
動
拠

点
と
す
る
法
人
ま
た
は
団
体

補�

助
金
額　
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
上
限
50
万
円
）

審�

査　
書
類
審
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

応�

募　
２
月
29
日
㈭
ま
で
に
事
前

相
談
の
う
え
必
要
書
類
を
商
工

観
光
課
へ

※
募
集
要
項
及
び
必
要
書
類
は
商

工
観
光
課
及
び

市

で
配
付
。

★
商
工
観
光
課
☎
25
‐
１
１
７
４

令
和
６
年
度
市
町
村
交
通
災

害
共
済
の
加
入
受
付
中

加
入
資
格　
次
の
い
ず
れ
か

①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

②�

①
の
方
に
扶
養
さ
れ
て
い
て
、

修
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し
て

い
る
方

共�

済
期
間　

４
月
１
日
㈪
～
令

和
７
年
３
月
31
日
㈪

※
中
途
加
入
の
場
合
、
加
入
日
の

翌
日
が
開
始
日
と
な
り
ま
す
。

年�

会
費　
５
０
０
円
（
１
名
に
つ
き
）

加�

入
方
法　
申
込
書
（
申
込
先
で

配
付
）
及
び
年
会
費
を
申
込
先
へ

申�

込
先　
危
機
管
理
課
、
支
所
総

務
課
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

★�

危
機
管
理
課
☎
25
‐
１
１
８
４
、

支
所
総
務
課
☎
72
‐
１
３
３
２

自
衛
官
を
募
集

◎
自
衛
官
候
補
生

受
付
期
間　
２
月
16
日
㈮
ま
で

受�

験
資
格　
18
歳
～
33
歳
未
満
の

方（
採
用
予
定
月
の
１
日
時
点
）

一
次
試
験
日
（
Ｗ
ｅ
ｂ
試
験
）

　
２
月
22
日
㈭
、
23
日
㈮
の
い
ず

れ
か
1
日

※
受
験
申
込
や
入
隊
時
期
等
、
詳

し
く
は
自
衛
官

募
集

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

★�
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
熊

谷
地
域
事
務
所
☎
０
４
８
‐

５
２
２
‐
４
８
５
５

〈
広
告
〉

女性スタッフもいるから安心

生前整理・遺品整理・不用品回収

株式会社 羽賀商店 埼玉県本庄市栄3丁目1-25

一般廃棄物収集運搬業許可業者（対応地域：美里町・伊勢崎市）
（一都六県）産業廃棄物収集運搬業許可業者

0495-21-3477

見積
無料 リユース・リサイクル品

＼あればお値引き可！／
ドライバー
正社員募集
ドライバー
正社員募集
詳しくは
お問い合わせください

〈
広
告
〉

空
き
家
の
こ
と
、
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
空
き
家
の
除
却
や
活

用
を
促
進
す
る
た
め
、
次
の
事
業

者
と
そ
れ
ぞ
れ
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

○
ａ
ｋ
ｉ
ｓ
ｏ
ｌ(

ア
キ
ソ
ル
）

［
㈱
ジ
チ
タ
イ
ア
ド
］

　
空
き
家
の
お
悩
み
相
談（
無
料
）

や
空
き
家
問
題
の
解
決
に
向
け
た

情
報
の
提
供
、
事
業
者
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
、
物
件
を
０
円
で
手
放
し

た
い
方
の
相
談
等
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
（
相
談
内
容
に
よ
り
費
用

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

問�

い
合
わ
せ�

☎
０
１
２
０
‐
７
７
２
‐
１
３
５

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

※
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
す
ま
い
の
終
活
ナ
ビ
［
㈱
ク
ラ

ッ
ソ
ー
ネ
］

　
空
き
家
の
情
報
を
も
と
に
し
た

解
体
業
者
の
紹
介
や
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
解
体
費
用
の
算

出
、
解
体
業
者
か
ら
の
見
積
取
得

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
解
体
業
者
の
登
録
も
受

た
は
直
接
左
記
へ

★�

観
光
農
業
セ
ン
タ
ー
☎
72
‐
６

７
４
２
（
木
曜
休
館
）

ひ
と
と
ひ
と
の
人
権
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー

①
男
女
共
同
参
画
講
座

日�

時　
２
月
22
日
㈭　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講�

師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ
イ
ン
ボ
ー

さ
い
た
ま
の
会
代
表
理
事

内
容　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
に
つ
い
て

申
込
期
限　
２
月
19
日
㈪
ま
で

②
人
権
問
題
全
般
講
座

日�

時　
３
月
７
日
㈭　
午
後
１
時

30
分
～
３
時

講�

師　
埼
玉
県
人
権
・
男
女
共
同

参
画
課
職
員

内
容　
暮
ら
し
の
中
の
人
権
問
題

申
込
期
限　
３
月
４
日
㈪
ま
で

《
①
②
共
通
》

会�

場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ
１
階
多

目
的
ホ
ー
ル

定�

員　
各
50
名
（
先
着
順
）

申�

込　
期
限
ま
で
に
電
話
ま
た
は

左
記
コ
ー
ド

へ
★�

市
民
活
動
推
進
課

☎
25
‐
1
１
１
８

ち
り
め
ん
細
工
の
お
節
句
つ

る
し
飾
り
展

　
本
庄
南
公
民
館
ち
り
め
ん
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
つ
る
し
雛
展

で
す
。
桃
の
節
句
を
一
段
と
華
や

か
に
演
出
し
ま
す
。

日�

時　
２
月
３
日
㈯
～
３
月
10
日

㈰　
午
前
９
時
～
午
後
７
時

会�

場　
本
庄
レ
ン
ガ
倉
庫
１
階
展

示
ス
ペ
ー
ス

★
本
庄
レ
ン
ガ
倉
庫

☎
71
‐
６
６
８
５

手
づ
く
り
そ
ば
打
ち
教
室

　
地
元
で
採
れ
た
新
そ
ば
粉
を
使

っ
て
、
そ
ば
打
ち
を
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日�

時　
２
月
12
日
㈪　
午
前
９
時

30
分
～
正
午

会�

場　
観
光
農
業
セ
ン
タ
ー

講�

師　
「
ま
ご
こ
ろ
そ
ば
塾
」
の

皆
さ
ん

定
員　
10
名
（
先
着
順
）

費
用　
７
０
０
円

用�

意　
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申�

込　
２
月
７
日
㈬
か
ら
電
話
ま

け
付
け
て
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ�

☎
０
１
２
０
‐
４
７
９
‐
０
３
３

（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）

※
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★�

都
市
計
画
課
☎
25
‐
１
１
３
６

第
72
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

の
作
品
を
募
集

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
開
催

す
る
第
72
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

（
県
展
）
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

期�

間　
５
月
29
日
㈬
～
６
月
20
日

㈭　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
30
分

会
場　
県
立
近
代
美
術
館

対�

象　
15
歳
以
上
の
県
内
在
住
・

在
勤・在
学
者
（
中
学
生
不
可
）

出�

品
部
門　
日
本
画
、
洋
画
、
彫

刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

※
出
品
は
各
部
門
３
点
ま
で
。

費
用　
３
０
０
０
円
（
１
点
に
つ
き
）

※
詳
し
く
は
、
開
催
要
項
（
市
生

涯
学
習
課
、
公

民
館
、
県
展

等
で
配
付
）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

★�

埼
玉
県
文
化
資
源
課

☎
０
４
８
‐
８
３
０
‐
６
９
２
５

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

 市長コラム

本庄市長

   しんげの一言メッセージ

能登半島地震被災地へのご支援を
　１月１日、元旦行事も終わりホッとしていた夕方、
けたたましい緊急地震速報の後、長い揺れを感じまし
た。本庄市の震度は３でしたが、震度７を観測した石
川県の能登半島では、ご存じのとおり甚大な被害が発
生しました。
　改めて犠牲となられた数多くの方々に心から哀悼の
誠を捧げ、被災された皆さまにお見舞い申し上げます。
　国や県のオペレーションによる組織だった支援が始
まる前に、本庄市としてまず何ができるか考え、２日
朝かねてより交流のある石川県の首長にお見舞いとと
もに、「お困りの点は遠慮なくお伝えください」とメ
ールしました。同日、担当職員が市の備蓄品について
確認し、ペットボトルの飲料水（500ml）7,200 本
とブルーシート 300 枚等がすぐに供出可能と報告を
受けました。
　当初、これらの物資を石川県のストックヤードに送
ることも考えましたが、３日夜に同県加賀市長から避
難所の水とブルーシートが足りず困っている、との報
があり、急きょ予定を変更して同市に送ることとしま
した。

　搬送手段については、地震発生当初からトラック提
供と搬送を申し出てくれた会社社長のご厚意で、４日
に物資をトラックに搬入し、５日早朝、市職員ととも
に加賀市へ搬送しました。
　その後、国・県・市町村連携のオペレーションも整
い、１月末には本市の給水車をはじめとしたさまざま
な支援を行うため、職員を被災地に派遣しました。ま
た、知人が住んでいる縁で本市へ避難を希望された輪
島市からの被災ご家族３名を、１月 15 日に市営住宅
に受け入れました。
　あわせて、市社会福祉協議会と連携して義援金のお
願いをすることにしました。設置している募金箱だけ
でなく、大口の義援金をお寄せくださったかたもおら
れます。各団体が開催する諸行事でも募金箱が設置さ
れ、多くの善意が寄せられています。心から感謝申し
上げます。
　復旧復興に向けた歩みは長期にわたります。市とし
てもできる限りの支援をしてまいります。なお、一般
の方からのご支援は、物資よりも義援金が有効です。
皆さまのご理解とさらなるご協力を、どうぞよろしく
お願い申し上げます。

市

県展

自衛官募集申込

市

市


